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内
閣
府
原
子
力
委
員
会
は
七
月
二
七
日
、
二
○
二
二
年
度
版
原
子
力

白
書
を
取
り
ま
と
め
た
。
今
回
の
白
書
で
は
、「
原
子
力
に
関
す
る
研

究
開
発
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
動
向
」
を
特
集
。
そ
の
中
で
、

　

一　

安
全
性
向
上
と
脱
炭
素
推
進
を
兼
ね
備
え
た
革
新
炉
の
開
発

　

二　

水
素
発
生
を
抑
制
す
る
事
故
耐
性
燃
料
の
開
発

　

三　

原
子
炉
の
長
期
利
用
に
向
け
た
経
年
劣
化
評
価
手
法
の
開
発

　

四　

高
線
量
を
克
服
す
る
廃
炉
に
向
け
た
技
術
開
発

　

五　

核
変
換
に
よ
る
使
用
済
燃
料
の
有
害
度
低
減
へ
の
挑
戦

　

六　

経
済
・
社
会
活
動
を
支
え
る
放
射
線
に
よ
る
内
部
透
視
技
術
開
発

　

七　

原
子
力
利
用
に
関
す
る
社
会
科
学
の
側
面
か
ら
の
研
究

の
七
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
を
取
り
上
げ
、
国
内
外
に
お
け
る
研
究
開
発
の
動

向
、
課
題
、
将
来
展
望
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

　

革
新
炉
開
発
で
は
、
小
型
軽
水
炉
、
高
温
ガ
ス
炉
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
冷

却
型
高
速
炉
を
取
り
上
げ
、
炉
型
ご
と
の
安
全
性
向
上
技
術
に
つ
い
て

紹
介
。
例
え
ば
、
米
国
で
開
発
が
進
め
ら
れ
る
小
型
軽
水
炉
Ｖ
Ｏ
Ｙ
Ｇ

Ｒ
で
は
、
自
然
災
害
や
航
空
機
衝
突
な
ど
、
外
部
ハ
ザ
ー
ド
へ
の
耐
性

を
強
化
す
る
た
め
、
プ
ラ
ン
ト
を
半
地
下
に
設
置
し
、
原
子
炉
と
格
納

容
器
か
ら
構
成
さ
れ
る
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
大
き
な
地
下
プ
ー
ル
内
に
設

置
。
万
一
事
故
が
起
き
て
も
、
プ
ー
ル
内
の
水
で
炉
心
が
冷
却
さ
れ
、

水
が
蒸
発
し
て
も
空
冷
で
「
自
然
に
冷
え
る
」
設
計
と
な
っ
て
い
る
。

　

高
温
ガ
ス
炉
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
型
高
速
炉
に
つ
い
て
も
、
外
部
か
ら

の
電
源
や
動
力
が
無
く
な
る
よ
う
な
非
常
時
に
、
炉
心
や
格
納
容
器
を
冷

却
で
き
る
受
動
的
安
全
機
能
の
開
発
が
そ
れ
ぞ
れ
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
炉
型
を
問
わ
ず
、
特
に
、
地
震
の
多
い
日
本
に
設
置
す
る

原
子
炉
に
必
要
な
安
全
性
向
上
対
策
と
し
て
、
三
次
元
免
震
装
置
を

紹
介
。
こ
れ
ま
で

の
水
平
方
向
の
揺

れ
に
加
え
、
上
下

方
向
の
揺
れ
を
減

衰
す
る
技
術
を
組

み
合
わ
せ
た
構
造

で
、
設
置
・
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
が
容
易
と
な
る
。
一
方
で
、
万
一
、
事
故
が
施
設
内
で
収
束

し
な
か
っ
た
場
合
の
影
響
緩
和
に
資
す
る
技
術
開
発
に
加
え
、
緊
急
時

対
応
の
検
討
も
合
わ
せ
て
進
め
る
よ
う
指
摘
し
て
い
る
。

　

二
○
二
三
年
二
月
に
原
子
力
委
員
会
が
お
よ
そ
五
年
半
ぶ
り
に
改
定

し
た
「
原
子
力
利
用
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方
」
で
は
、
国
が
研
究
開

発
を
支
援
す
る
に
当
た
り
、
将
来
の
実
用
化
を
見
据
え
る
こ
と
、
技
術

の
客
観
的
評
価
の
重
要
性
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
た
。
今
回
、
原
子
力
白
書

の
特
集
に
関
し
て
は
、
原
子
力
委
員
会
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
研
究
開
発
に
当

た
っ
て
求
め
ら
れ
る
態
度
」
と
し
て
、

 

◦ 

研
究
の
た
め
の
研
究
と
な
ら
な
い
よ
う
、
技
術
の
メ
リ
ッ
ト
を
強

　
　

調
す
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
実
装
に
向
け
て
、
科
学
的
・
工
学
的

　
　

な
課
題
を
含
め
た
技
術
の
客
観
的
な
検
証
を
進
め
て
い
く
べ
き

 

◦ 

社
会
実
装
の
早
期
実
現
の
た
め
、
放
射
性
廃
棄
物
対
策
、
事
業
段 

　

 

階
で
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
、
規
制
対
応
、
経
済
性
な
ど
、
事
業

　

 

全
体
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
影
響
を
早
い
段
階
か
ら
議
論

　

 

の
俎
上
に
載
せ
る
べ
き

 

◦ 

効
果
的
・
効
率
的
な
研
究
開
発
を
促
進
す
る
た
め
、
事
業
を
担
う

　

 

産
業
界
の
主
体
性
を
活
か
す
産
学
連
携
や
国
際
連
携
を
積
極
的
に

　
　

進
め
る
こ
と
が
必
要
、
と
強
調
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両
市
に
関
係
す
る

著
名
な
児
童
文
学
作
家
を
紹
介
し
た
い
。
一
九
三
六
年
に
ウ
ィ
ー
ン
に

生
ま
れ
た
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ネ
・
ネ
ス
ト
リ
ン
ガ
ー
は
、
ウ
ィ
ー
ン
工
芸

大
学
に
進
み
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
を
学
ん
だ
。
大
学
卒
業
後
は
、

ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
の
脚
本
か
ら
文
筆
活
動
を
開
始
。
七
○
年
に
挿
絵
も

担
当
し
た
『
真
っ
赤
な
髪
の
フ
リ
ー
デ
リ
ケ
』
で
デ
ビ
ュ
ー
以
後
、
児

童
向
け
の
作
品
を
次
々
に
発
表
。
ネ
ス
ト
リ
ン
ガ
ー
の
作
品
に
は
、
共

通
す
る
二
つ
の
要
素
が
見
ら
れ
る
。
一
つ
は
、「
私
は
自
分
が
知
っ
て

い
る
こ
と
し
か
書
け
な
い
。
だ
か
ら
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
か
映
画
ス
タ
ー

な
ど
に
つ
い
て
は
書
け
な
い
が
、
青
い
煙
の
透
明
人
間
と
か
、
空
飛
ぶ

猫
と
か
、
脳
も
心
臓
も
あ
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
か
は
よ
く
知
っ
て
い
る
の

で
書
け
る
。」
ま
た
、「
子
ど
も
の
本
を
書
く
と
い
っ
て
も
、
子
ど
も
は

実
に
さ
ま
ざ
ま
だ
。
私
は
私
が
か
つ
て
そ
う
で
あ
っ
た
子
ど
も
し
か
書

け
な
い
。」
と
い
う
作
家
と
し
て
の
姿
勢
が
示
す
よ
う
に
、
ネ
ス
ト
リ

ン
ガ
ー
の
描
く
世
界
は
身
近
な
子
ど
も
の
世
界
で
あ
り
、
取
り
上
げ
る

問
題
も
ご
く
普
通
の
子
供
た
ち
が
日
頃
ぶ
つ
か
る
悩
み
で
あ
る
。
そ
れ

だ
け
に
、
子
ど
も
た
ち
は
実
に
生
き
生
き
と
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、

権
力
と
か
人
間
性
を
破
壊
し
よ
う
と
す
る
力
に
対
す
る
反
権
威
主
義
的

視
点
で
あ
る
。『
あ
の
年
の
春
は
早
く
き
た
』
は
、
八
歳
の
少
女
の
目

を
通
し
て
戦
争
の
姿
を
描
い
た
自
伝
的
作
品
。
四
五
年
の
春
、
空
襲
が

続
く
ウ
ィ
ー
ン
を
逃
れ
て
郊
外
の
別
荘
に
別
荘
番
と
し
て
避
難
し
た
一

家
は
、
そ
こ
で
侵
攻
し
て
き
た
ソ
連
兵
と
同
居
す
る
こ
と
に
な
る
。
反

戦
の
テ
ー
マ
を
持
つ
と
同
時
に
、
戦
争
の
中
に
あ
っ
て
も
変
わ
ら
な
い

た
く
ま
し
い
子
ど
も
た
ち
の
姿
や
「
わ
た
し
」
の
鋭
い
目
に
圧
倒
さ
れ

る
。
ド
イ
ツ
児
童
図
書
賞
を
受
賞
し
た
『
き
ゅ
う
り
の
王
さ
ま
や
っ
け

ろ
』
も
反
権
威
主
義
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
ネ
ス
ト
リ
ン
ガ
ー
の
全
業

績
に
対
し
て
八
四
年
、
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
作
家
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

　

一
方
、
一
九
五
九
年
に
京
都
市
に
生
ま
れ
た
伊
藤
遊
（
本
名
、
伊
藤

恭
子
）
は
、
立
命
館
大
学
文
学
部
史
学
科
を
卒
業
後
、
京
セ
ラ
（
株
）

勤
務
を
経
て
、
九
六
年
以
降
、
本
格
的
に
児
童
文
学
の
創
作
を
開
始
。

九
七
年
に
児
童
文
学
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
大
賞
を
受
賞
し
た
『
鬼
の
橋
』
は
、

こ
の
世
と
地
獄
を
往
き
来
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
平
安
初
期
の
文
人
、
小

野
篁
（
お
の
の
た
か
む
ら
）
の
少
年
時
代
を
、
思
春
期
の
少
年
の
揺
れ

動
く
心
情
が
力
強
く
描
か
れ
て
い
る
。
元
服
と
い
う
人
生
に
お
け
る
大

き
な
節
目
を
苦
し
み
な
が
ら
も
こ
え
て
ゆ
く
篁
の
姿
は
、
現
代
に
生
き

る
子
ど
も
た
ち
に
も
通
じ
る
。
作
者
が
生
ま
れ
育
っ
た
京
都
の
四
季
や

情
景
も
作
品
の
な
か
に
巧
み
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
二
○
○
四
年
に

日
本
児
童
文
学
者
協
会
賞
を
受
賞
し
た
『
ユ
ウ
キ
』
は
、「
転
勤
都
市
」

札
幌
の
郊
外
に
住
む
サ
ッ
カ
ー
少
年
、
ケ
イ
タ
が
主
人
公
。
小
学
校
入

学
以
来
、
彼
の
前
に
は
「
ユ
ウ
キ
」
と
い
う
名
の
転
校
生
が
三
度
現
れ
、

た
く
さ
ん
の
思
い
出
と
痛
み
と
を
残
し
て
ま
た
去
っ
て
い
っ
た
。
六

年
生
の
新
学
期
に
や
っ
て
き
た
四
人
目
の
ユ
ウ
キ
は
、
長
い
髪
の
女
の

子
。
彼
女
は
不
思
議
少
女
と
あ
だ
名
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
「
奇
跡
」
を

起
こ
し
て
話
題
を
さ
ら
う
が
、
そ
れ
が
や
が
て
彼
女
を
孤
立
さ
せ
る
こ

と
に
。
多
感
な
子
ど
も
た
ち
の
心
模
様
を
生
き
生
き
と
描
き
き
っ
た
力

作
。
一
三
年
に
小
学
館
児
童
出
版
文
化
賞
を
受
賞
し
た
『
狛
犬
の
佐
助 

迷
子
の
巻
』
は
、
明
野
神
社
の
狛
犬
（
こ
ま
い
ぬ
）
に
彫
っ
た
石
工
の

魂
が
宿
っ
て
い
る
話
。
狛
犬
の
「
あ
」
に
は
親
方
、「
う
ん
」
に
は
弟

子
の
佐
助
の
魂
。
二
頭
は
神
社
を
見
張
り
な
が
ら
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
話

を
し
て
い
た
、
と
い
う
百
五
十
年
前
の
石
工
の
魂
を
宿
し
た
狛
犬
た
ち

と
現
代
の
人
々
が
織
り
な
す
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。
こ
の
ほ
か
、
○
二
年
に

は
『
え
ん
の
松
原
』
で
産
経
児
童
出
版
文
化
賞
と
日
本
児
童
文
学
者
協

会
新
人
賞
、
一
二
年
に
は
『
き
つ
ね
、
き
つ
ね
、
き
つ
ね
が
と
お
る
』

で
日
本
絵
本
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
岩
波
少
年
文
庫
の
ネ
ス
ト
リ
ン
ガ
ー
作
『
き
ゅ
う

り
の
王
さ
ま
や
っ
つ
け
ろ
』
を
今
回
初
め
て
読
み
、
著
者
の
反
権
威
主

義
を
実
感
し
た
。
伊
藤
遊
は
札
幌
在
住
と
の
こ
と
で
、
札
幌
で
中
高

時
代
、
京
都
で
学
生
と
教
員
時
代
を
過
ご
し
た
筆
者
と
し
て
身
近
に

感
じ
た
。
今
月
も
両

市
に
関
連
す
る
著
名

な
児
童
文
学
作
家
を

紹
介
す
る
こ
と
が
で

き
た
幸
運
に
感
謝
し

つ
つ
、
ネ
ス
ト
リ
ン

ガ
ー
の
写
真
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

          

■ 

杉
本
純  
元
京
都
大
学
教
授

　
　
　
　
　

 　
　

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 

Ⅱ 　

 

ウ
ィ
ー
ン

 

と

 

京
都    
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